
現
代
の
視
点
か
ら
医
学
史
を
学
ぼ
う
と
す
る
時
、
そ
こ
に
い
く
つ
も
の
落

し
穴
の
あ
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
一
つ
は
、
現
在
何

の
疑
い
も
な
く
広
く
使
わ
れ
て
い
る
医
学
専
門
用
語
が
、
実
は
時
代
の
流
れ

の
中
で
大
き
く
そ
の
意
味
を
変
え
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
主
題
で
あ
る
国
涜
苛
ご
⑦
も
、
ま
さ
に
そ
の
一
例
で
あ
る
。

ま
た
、
竹
内
家
は
、
単
に
卓
絶
し
た
技
術
を
も
っ
た
医
家
の
柔
で
は
な
か

っ
た
。
代
々
の
当
主
が
文
化
に
関
心
を
寄
せ
て
、
当
代
一
流
の
文
人
、
画
人

が
留
春
園
を
訪
ね
て
い
る
。
伊
藤
東
涯
に
師
事
し
て
儒
学
を
学
ん
だ
三
代
新

八
持
堅
は
、
字
は
其
則
、
号
を
洪
園
と
い
い
、
文
芸
に
最
も
心
を
寄
せ
た
人

物
で
あ
っ
た
。

竹
内
家
の
菩
提
寺
地
蔵
寺
に
は
「
病
人
様
の
お
墓
」
（
有
縁
無
縁
供
養
塔
）

が
建
て
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
眼
療
の
た
め
全
国
か
ら
諏
訪
の
地
へ
あ
つ

ま
っ
て
来
た
患
者
（
時
に
は
、
付
添
人
）
の
中
、
不
幸
こ
の
地
で
病
没
し
た

人
た
ち
の
墓
所
で
あ
っ
た
。
主
人
竹
内
新
八
の
心
の
や
さ
し
さ
が
し
の
ば
れ

る
Ｏ

（
福
島
義
一
）

〔
あ
Ｉ
る
企
画
、
一
九
九
○
年
、
Ａ
四
判
、
四
七
○
頁
、
非
売
品
〕

向
島
庁
＆
ず
］
屋
．
屍
う
ぐ
色
蚕
国
、
の
三
舗
匡
砕
身
己
色
目
回
国
．
○
房
己
自

国
房
言
ご
昌
困
昌
瞥
①
国
⑦
ｌ
甲
Ｃ
８
ａ
言
明
○
匡
里
昌
具
①
再
冒
言
。
］
且

中

等
一
畠
〕
。
”
Ｅ
冒
○
冒
号
①
ｐ
〕
且
）
胃
昌
ぐ
の
雪
鼻
。
昼
〔
）
｛
巨
匙
昌
冒
の
ｌ

●

両
画
里
曽
己
ヨ
ョ
①
鼻

日
本
で
は
普
通
国
昌
哩
の
国
①
を
衛
生
、
弔
号
胃
国
①
四
一
芽
を
公
衆
衛
生
と

訳
し
て
い
る
が
、
内
容
的
に
み
て
二
つ
の
日
本
語
の
間
に
は
ほ
と
ん
ど
区
別

が
な
い
の
で
、
こ
の
二
つ
を
同
義
語
と
割
り
切
っ
て
も
大
き
な
誤
り
に
は
な

ら
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
見
解
を
と
る
に
は
根
拠
が
あ
る
。

一
八
六
五
年
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
で
ペ
ッ
テ
ン
コ
ッ
フ
ァ
ー
が
世
界
で
喰

初
の
衛
生
学
教
授
と
な
っ
た
時
に
は
こ
の
国
望
四
目
⑦
が
教
室
名
に
使
わ
れ

た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
初
め
て
こ
れ
が
医
学
用
語
と
し
て
登
録
さ
れ
た

こ
と
に
な
る
。

そ
の
後
し
ば
ら
く
し
て
日
本
で
は
長
与
專
斎
が
「
衛
生
」
と
い
う
医
学
用

語
を
つ
く
っ
た
が
、
い
つ
と
は
な
し
に
国
謁
冒
〕
の
を
衛
生
と
訳
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
の
意
味
で
使
わ
れ
る
国
扇
冒
〕
の
を
「
衛
生
学
」
と
呼
ぶ
こ

と
に
し
よ
う
。

と
こ
ろ
が
、
雷
涜
冒
〕
の
と
い
う
言
葉
は
ギ
リ
シ
ャ
女
神
の
国
潰
目
へ
｝
か

ら
生
ま
れ
た
言
葉
で
あ
っ
て
、
・
ヘ
ッ
テ
ン
「
一
ツ
フ
ァ
ー
の
専
売
で
は
な
い
。

こ
れ
に
一
般
語
で
あ
っ
て
、
前
近
代
的
医
学
と
か
、
民
族
医
学
と
か
、
伝
統

医
学
な
ど
の
意
味
も
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
前
者
と
区
別
す
る
た
め
に
、
こ

こ
で
は
「
養
生
論
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
。
こ
の
シ
ン
↑
産
需
〉
ウ
ム
に
参
加

し
た
人
た
ち
が
ど
ち
ら
の
意
味
に
解
釈
し
た
か
に
よ
っ
て
大
き
く
二
群
に
分

類
さ
れ
る
。
本
書
に
は
十
人
の
分
担
執
筆
者
が
い
る
が
、
国
摘
冒
］
①
を
学

術
用
語
す
な
わ
ち
「
衛
生
学
」
と
解
し
た
人
は
四
人
で
、
国
籍
別
に
ゑ
る
と

日
本
三
人
、
米
国
一
人
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
い
ず
れ
も
近
代
史
を

論
じ
て
い
る
。
一
方
、
こ
れ
を
一
般
語
す
な
，
わ
ち
「
養
生
論
」
と
ゑ
た
人
は

六
人
で
、
国
籍
別
に
ゑ
る
と
日
本
人
二
人
、
米
国
人
一
人
、
英
国
人
一
人
、

中
国
人
一
人
、
韓
国
人
一
人
で
、
そ
の
論
文
の
内
容
は
い
ず
れ
も
中
世
史
な

(190） 190



い
し
古
代
史
で
あ
る
。

こ
の
結
果
、
函
扇
冒
〕
①
の
歴
史
に
は
十
九
世
紀
に
断
層
の
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
と
な
る
。
こ
の
二
つ
の
国
馬
冒
］
の
を
比
較
し
て
ゑ
る
と
、
「
衛
生

学
」
は
近
代
医
学
の
一
分
野
で
あ
っ
て
、
内
容
の
構
成
は
全
世
界
を
通
じ
て

単
一
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
「
養
生
論
」
の
方
は
、
文
化
に
よ
り
、
時
代
に

よ
り
内
容
的
に
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
東
洋
と
西
洋
の
「
養
生
論
」
に
つ
い
て
の

地
理
的
比
較
と
と
も
椹
「
菱
生
論
」
と
「
衛
生
学
」
と
の
間
の
時
代
的
な
比

較
考
察
が
行
わ
れ
て
い
て
興
味
深
い
。
本
書
の
特
徴
は
こ
こ
に
あ
る
と
言
っ

て
よ
い
。

し
か
し
な
が
ら
私
は
、
差
異
を
見
出
す
よ
り
も
時
代
と
文
化
を
越
え
た
共

通
点
を
そ
の
中
に
発
見
す
る
こ
と
の
方
が
、
函
肩
尉
旨
①
の
歴
史
を
学
ぶ
上

で
も
っ
と
大
切
で
は
な
い
か
と
思
う
。
例
え
ば
西
洋
に
お
け
る
ル
ネ
ッ
サ
ン

ス
期
か
ら
近
代
へ
に
か
け
て
の
国
眉
目
５
の
流
れ
を
ふ
る
と
、
そ
の
大
き

な
う
ね
り
の
底
流
に
は
連
続
す
る
何
も
の
か
の
存
在
が
う
か
が
わ
れ
る
。
さ

ら
に
、
明
ら
か
に
不
連
続
と
見
え
る
西
洋
と
東
洋
と
の
間
に
も
、
や
は
り
共

ら
に
、
明
ら
知

通
す
る
も
の
認

「
衛
生
学
」

「
衛
生
学
」
は
近
年
急
速
に
進
歩
し
た
伝
染
病
学
と
環
境
衛
生
学
に
よ
っ

て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
流
行
病
と
公
害
と
い
う
二
大
健
康

障
害
と
闘
っ
て
勝
利
し
た
「
衛
生
学
」
と
い
う
の
が
一
般
の
理
解
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
は
い
か
に
輝
い
て
見
え
て
も
、
そ
の
一
部
分
に
し

か
過
ぎ
な
い
。
今
後
の
「
衛
生
学
」
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
問
題
は
、
老
化
、

辿
伝
、
精
神
障
害
な
ど
の
内
因
性
健
康
障
害
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
「
衛

生
学
」
は
こ
れ
ら
に
対
し
て
ほ
と
ん
ど
対
策
が
樹
て
ら
れ
な
か
っ
た
。

あ
る
と
私
に
は
思
え
る
。

し
た
が
っ
て
、
今
後
の
「
衛
生
学
」
の
進
む
べ
き
方
向
は
、
一
度
「
養
生

論
」
に
復
帰
し
、
そ
こ
か
ら
新
し
い
装
い
を
も
っ
て
再
出
発
す
る
こ
と
だ
と

思
う
。
そ
の
意
味
で
本
書
は
國
請
旨
］
①
の
将
来
に
対
し
て
大
き
な
示
唆
を

与
え
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

（
山
本
俊
一
）

〔
房
宣
旨
一
日
目
己
●
○
シ
ョ
：
８
．
百
。
．
團
冒
吻
言
『
融
一
九
九
一
年
、

Ｂ
五
版
、
二
六
九
頁
〕

八
第
三
七
巻
第
四
号
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六
一
七
頁
正
誤
Ｖ

一
三
行
（
誤
）
「
終
身
学
の
部
長
」
（
正
）
「
終
身
の
学
部
長
」
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